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大会開催時の感染防止策リスト ( 抜粋 )
□参加者は、当日の検温を実施し、体調不良或いは濃厚接触者の疑い等の場合、
　自主的に参加を見合わせる
□参加者は、マスクを着用し必要以上の会話は控え大きな声で会話応援をしない
□参加者は、こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施する
□参加者によるミーティングでは、マスク着用の上距離 (２ｍを目安 )を確保する
□参加者は、手洗い、汗拭き用にマイタオルを持参する。また、飲料にマイボ
　トル若しくは共用の場合使い捨ての紙コップを用意する
□参加者は、鼻水、唾液の付いた紙ごみはビニール袋に入れて密閉して縛り持ち帰る
□飲食は、指定場所以外で行わず、周囲の人となるべく距離を空けて対面を避
　け会話は控えめにする
□大会前後の懇親会は実施しない
□大会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合、主催者
　に濃厚接触者情報を報告する
□厚生労働省から提供されている、新型コロナウイルス接触確認アプリ
　（COCOA）を濃厚接触者情報に活用する
□選手は、試合で 面～フェイスシールド（面内部装着）またはマスクを着用
　する【推奨】
□選手の入退場時は密集回避に注意する。また退場後は手洗い手指消毒を行う
□試合会場は、換気設備の適切な運転、定期的な窓の開閉で十分な換気を行う
□感染発生に備え、参加者より提出を求めた健康情報を個人情報の取扱いに十
　分注意しながら一定期間保存する
□大会終了後に参加者から新型コロナウイルス感染症の発症報告を受けたら速
　やかに、関係する地域自治体の保健所に連絡する
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令和 3 年 5 月

日
本
拳
法
中
部
日
本
本
部

　
本
部
長
　
山
田
紀
男

芹
澤
晴
彦
先
生
　「
永
眠
」

令
和
三
年
三
月
十
日

第
二
代
愛
知
県
日
本
拳
法
連
盟
会
長

新年度年頭挨拶

日
本
拳
法
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

　
　
　
　
　
　
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

日
本
拳
法
は
、
二
〇
一
九
年
六
月
に

（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
加
盟
し
、

中
央
競
技
団
体
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
団
体

ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
を
遵
守
し
、
各
地
域

職
域
団
体
の
諸
活
動
を
支
援
し
て
健
全

に
発
展
す
べ
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
二
〇
二
〇
年
一
月
十
六
日
、
日
本

国
内
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
感
染
者
が
報
告
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
国

内
感
染
者
が
日
を
追
う
毎
に
増
加
し
、
四

月
に 

全
都
道
府
県
に
対
し
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
五
月
に
一
旦
解
除
さ
れ

た
も
の
の
、
二
〇
二
一
年
一
月
に
十
一
都

府
県
に
対
し
再
度
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
感
染
終
息

の
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
庁
資
料
に
よ
れ
ば
、
日
本
拳

法
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
競
技
に
位
置

付
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
、
日
本
拳
法
の
堅
実
な
発
展
を
確
保

す
る
た
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
競
技
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
さ
れ
た
。
本
紙
で

は
、
こ
れ
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
大
会
開

催
に
お
け
る
注
意
事
項
を
感
染
防
止
策

リ
ス
ト
と
し
て
、
以
下
に
表
記
し
た
。
こ

れ
ら
が
、
感
染
防
止
の
大
略
理
解
の
糸
口

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
日
本
拳
法
中
部
日
本
本
部

の
事
業
年
度
の
出
発
に
当
た
り
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
発
生
の
為
、
練
習
も
会
議
も
又
各
種

大
会
等
が
、
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な
り
非

常
に
厳
し
い
経
過
を
た
ど
り
ま
し
た
。

　

日
本
拳
法
中
部
日

本
本
部
相
談
役
と
し

て
長
年
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
中
部
地
区

に
お
い
て
日
本
拳
法

は
、
昭
和
二
十
三 

年

故
山
田
洪
志
先
生
ら

八
名
の
同
好
の
志
に
よ
り
普
及
が
始
ま
り
、
年
々

練
習
生
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
大
学
、
高
校
に
拳
法

部
が
創
部
さ
れ
、
各
地
域
に
道
場
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
八
名
の
う
ち
の
お
一
人
で
す
。

　

そ
の
後
、
各
道
場
間
で
の
交
流
が
深
ま
る
中
で
、

連
盟
の
立
ち
上
げ
と
大
会
開
催
の
気
運
が
高
ま
り
、

昭
和
六
十
一
年
十
月
に
初
代
会
長
故　

千
住
正
男

先
生
（
昭
和
六
十
一
年
十
月
一 

日
～
平
成
三 

年

三
月
三
十
一
日
）
の
下
で
、
日
本
拳
法
愛
知
県
連

盟
が
発
足
し
、
翌
年
の
五 

月
五
日
に
「
第
一
回
日

本
拳
法
愛
知
県
民
大
会
」
が
春
日
井
市
に
お
い
て

三
九
六
名
の
参
加
者
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
代
目
会
長
と
し
て
芹
澤
晴
彦
先
生
（
平
成
三

年
四
月
一
日
～
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
）
ま

で
の
十
年
間
に
わ
た
る
連
盟
の
活
動
を
会
長
と
し

て
牽
引
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
愛
知
県
は
も
と

ＮＯ６
本
部
⻑
 
 
 
⼭
⽥
紀
男

役職 ⽒名 役職 ⽒名 役職 ⽒名
指導局⻑ 岩井 成浩 ⼤林 秀美

井部 勝利 溝⼝ 崇
⼤林 憲司 中澤 茂樹
⼭⽥ 宗彦 神⼾ 勝浩
⽵原 正⼈ 野原 季⼈

事務局⻑ ⼭⽥ 佑⼀
事務局⻑補佐 川村 祥彰

事業部⻑ 寺⽥ 勝美
経理部⻑ 廣⽥ 和也
広報部⻑ 尾関 千尋
国際部⻑ 堀川 淳也
愛知県連盟事務局⻑ 中島  奏 
三重県連盟事務局⻑ 楠⽊ 正晃

審判団⻑ 川原 元則 ⼩⼭ ⼀仁
下⽥ 邦明 森下昌多郎
森⽥ 敏夫 柴⽥ 勝仁
⽵原 正⼈ 服部 任之

社会⼈連盟統括部⻑ 上杉 恵三
⼤学連盟統括部⻑ 溝⼝  崇
⾼校連盟統括部⻑ 加納  慎
少年連盟統括部⻑ ⾼野 健作

 議⻑  副議⻑  委員   
原   温  井部 勝利 ⼤林 憲司 野原 季⼈
上村 公泰  岩井 秀記 ⼭⽥ 宗彦 ⼤林 秀美
⼭⽥ 正紀  井原 淑雅 ⽵原 正⼈ ⼩⼭ ⼀仁
川原 元則  中澤 茂樹 ⽚岡 俊也 森⽥ 敏夫
下⽥ 邦明  廣⽥ 和也 中島  奏    川村 祥彰
岩井 成浩  筧  浩滋

 相談役 柴⽥ 勝
 本部⻑付 ⼭⽥ 宗彦
 監 事 ⼩川 正治、浅井  敏

横地 隆⼆、⼭⽥ 宏志、⼤⽵ 和美、⽥中 祥弘、藤本 茂宏、⻄村 裕⼀
橋本 克幸、稲垣 清徳、野⽥ 健⼀

昇段級審議会 ⼭⽥ 佑⼀

本
部
⻑
 
 
 
⼭
⽥
紀
男

 参 与

団⻑補佐

競技局⻑ 岩井 秀記

指導部⻑

成⼈審判部⻑

少年審判部⻑

２０２１・２０２２年度 中部⽇本本部役員

 副本部⻑ ⼭⽥ 佑⼀

副本部⻑ 原   温

副本部⻑ 上村 公泰

指導副局⻑

総務局⻑ ⼭⽥ 正紀

企画局⻑ 上杉 恵三

⽀部統括局⻑ 岡本 真⼠

　

先
人
の
言
葉
で
「
人
類
と
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い

は
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、

今
後
も
厳
し
い
一
年
と
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

会
員
諸
志
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
夏
に
開
催
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
各
都
市
で
も
「
緊
急
事
態

宣
言
」
な
ど
を
行
使
し
て
い
ま
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
合
わ
せ
て
様
々
な
行
事
が
徐
々
に
ス
タ
ー
ト

し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
念
頭
に
置
き
臨
機
応
変
に
対
応
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
拳
法
競
技
連
盟
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
の

連
携
を
も
と
に
行
事
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。
中

部
本
部
で
も
そ
れ
ら
の
状
況
を
み
な
が
ら
、
大
会

運
営
を
慎
重
に
計
画
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
り
、
新
任
さ

れ
た
先
生
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

写真：令和３年 / ４年度の新任役員　左より、三重県連盟事務局長：楠木正晃、
指導局長：岩井成浩、支部統括局長：岡本真士、経理部長：廣田和也、高校
連盟統括部長：加納慎　敬称略

よ
り
中
部
日
本
拳
法
の
中
核
的
存

在
で
あ
ら
れ
た
芹
澤
先
生
は
日
本

拳
法
中
部
日
本
本
部
の
歴
史
を
作

ら
れ
た
指
導
者
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
代
目
の
会
長
に
高

橋
信
昭
先
生
の
急
逝
は
、
愛
知
県

連
盟
の
歴
史
の
中
で
も
悲
し
い
出

来
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
四
代
目
会

長
に
稲
垣
喜
孝
先
生
（
平
成
十
六

年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
二 

年
三

月
三
十
一
日
）
が
、
高
橋
先
生
の

遺
志
を
継
い
で
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
現
在
は
五
代

目
会
長
と
し
て
、
山
田
洪
志
先
生

の
三
男
で
あ
る
山
田
正
紀
先
生（
平

成
二
十
二
年
四
月
一
日
～
）
が
先

人
の
志
を
受
け
継
ぎ
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
本
連
盟
の
歴
史
に
お
い
て
、

全
国
大
会
で
の
優
勝
者
や
優
勝
校

を
多
数
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
は
、
愛
知
県
体
育
協
会

加
盟
団
体
と
し
て
の
日
本
拳
法
に

留
ま
る
の
で
は
な
く
、
全
国
連
盟

と
協
力
し
な
が
ら
日
本
体
育
協
会

加
盟
、
国
民
体
育
大
会
正
式
競
技

へ
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に
着
実

と
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
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【
日
本
拳
法
名
古
屋
錬
成
大
会
】

入
賞
者

【
幼
年
の
部
】

優　

勝　

神
田
陽
菜
乃
（
北
）

【
小
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

大
橋　

翔
哉
（
中
川
）

準
優
勝　

鈴
木　

聖
捺
（
北
）

【
小
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

日
高　

颯
介
（
昭
和
）

準
優
勝　

高
木　

夢
希
（
北
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

古
田　

琴
乃
（
中
村
）

準
優
勝　

伊
藤　

慶
大
（
中
村
）

【
小
学
校
四
年
の
部
】

優　

勝　

白
木　
　

凛
（
北
）

準
優
勝　

尾
崎　

涼
平
（
城
山
）

【
小
学
校
五
・
六
年
の
部
】

優　

勝　

小
林　

空
夢
（
中
村
）

準
優
勝　

日
高　
　

駿
（
昭
和
）

【
中
学
・
一
般
面
な
し
の
部
】

優　

勝　

尾
崎　

千
澄
（
城
山
）　

準
優
勝　

木
村　

優
斗
（
城
山
）　

【
一
般
女
子
面
な
し
の
部
】

優　

勝　

鈴
木　

章
代
（
北
）　

準
優
勝　

武　

佳
奈
美
（
北
）　

【
高
校
・
一
般
男
子
の
部
】

優　

勝　

鈴
木　

雅
大
（
中
川
）

準
優
勝　

尾
崎　

蒼
汰
（
城
山
）

【
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
】

優
勝　

チ
ー
ム
城
山
・
木
村　

嘉
孝
・

尾
崎　

聡
・
尾
崎　

蒼
汰

●
道
場
の
場
所　

王
子
製
紙
（
株
）
春
日
井
工

場　

体
育
館

●
電
話
0
9
0
|
2
1
8
5
|
7
9
5
0

○
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
す
。
礼
儀
正
し

く
「
ハ
イ
、
イ
イ
エ
」
が
大
き
な
声
で
挨
拶
で

き
る
人

○
心
身
を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
に
自
信

を
持
ち
弱
者
を
い
た
わ
れ
る
優
し
い
人

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
父
母
・
兄
弟
も

参
加
し
相
互
の
連
携
と
親
睦
を
は
か
る
。
指
導

者
、
練
習
生
、
父
母
と
の
信
頼
関
係
を
築
く

○
地
域
社
会
と
の
融
和
を
目
指
す

　

以
上
を
目
標
に
、
師
範
は
一
人
一
人
の
能
力

を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
合
っ
た
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

北
ク
ラ
ブ
・
中
川
ク
ラ
ブ
・

中
村
ク
ラ
ブ
・
城
山
ク
ラ
ブ
・
港
ク
ラ
ブ
・
昭

和
ク
ラ
ブ

●
電
話
０
５
２
|
９
９
１
|
７
３
１
０

　

名
古
屋
市
中
村
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
二
競

技
場
に
於
い
て
三
月
七
日
に
実
施　

二
〇
二
〇

年
度
の
公
式
大
会
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
全
て
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
せ
め
て
子

供
た
ち
に
は
目
標
と
な
る
大
会
を
用
意
し
た
い

…
そ
ん
な
想
い
か
ら
名
古
屋
育
成
会
の
み
の
錬

成
大
会
を
感
染
対
策
を
万
全
に
し
た
上
で
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

目
標
を
失
い
か
け
て
い
た
選
手
、
試
合
が
し

た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
た
子
供
、
そ
し
て
入

会
し
て
始
め
て
の
試
合
に
出
る
子
供
、
様
々
な

　

日
本
拳
法
名
古
屋
教
室
育
成
会
は
、
も
う
歴

史
は
古
く
、
中
部
地
区
に
於
い
て
初
め
て
の

道
場
「
洪
志
館
道
場
」
が
、
故
山
田　

洪
志
先

生
が
、
永
年
一
般
・
学
生
の
道
場
と
し
て
練
習

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
事
情
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ

る
事
に
な
り
、
閉
鎖
さ
れ
る
少
し
前
に
、
そ
の

あ
と
を
引
き
継
ぎ
、
当
時
の
師
範
及
び
練
習
生

が
洪
志
館
道
場
の
近
く
に
、
少
年
・
一
般
を
対

象
に
昭
和
五
十
七
年
四
月
に
名
古
屋
市
中
川
区

に
、
旧
愛
知
小
学
校
の
愛
知
学
区
会
館
体
育
館

を
借
り
、
日
本
拳
法
中
川
ク
ラ
ブ
と
し
て
発
足

し
（
現
在
は
愛
知
小
学
校
・
体
育
館
）
稽
古
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
種
区
に
城

山
ク
ラ
ブ
（
自
由
ケ
丘
小
学
校
・
体
育
館
）・

港
区
に
港
ク
ラ
ブ
（
東
港
中
学
校
・
体
育
館
）・

中
村
区
に
中
村
ク
ラ
ブ
（
笈
瀬
中
学
校
・
体
育

館
）・
昭
和
区
に
昭
和
ク
ラ
ブ
（
吹
上
小
学
校
・

体
育
館
）・
北
区
に
北
ク
ラ
ブ
（
大
杉
小
学
校
・

体
育
館
）
と
設
立
さ
れ
現
在
で
は
六
ヶ
所
の

小
・
中
学
校
の
体
育
館
を
借
り
て
週
一
回
の
割

合
で
、
幼
年
か
ら
一
般
男
女
を
対
象
に
稽
古
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
中
に
は
、
優
秀
な
選
手
を
輩
出
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
に
至
っ
て
は
、そ
の
当
時
、

稽
古
に
参
加
し
て
い
た
生
徒
も
、
今
で
は
指
導

員
と
し
て
来
て
く
れ
て
い
る
者
、
又
、
結
婚
し

子
供
も
出
来
そ
の
子
供
を
連
れ
て
練
習
生
と
し

稽
古
に
戻
っ
て
来
て
く
れ
て
い
ま
す
、
健
康
管

理
の
為
、親
子
で
汗
を
流
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
為
、
各
学
校
の
体
育
館
が
使
用
出
来
な
く

な
っ
て
お
り
稽
古
を
一
時
休
止
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
七
月
よ
り
名
古
屋
市
の
ス
ポ
|
ツ
セ

ン
タ
|
の
施
設
が
使
用
出
来
る
よ
う
に
な
り

週
一
回
程
度
の
練
習
場
所
を
確
保
し
練
習
を
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
の
総
会
員
数
は
百
十
名
位

で
す
が
、
こ
の
状
況
下
の
中
、
各
練
習
場
か
ら

の
参
加
者
は
六
十
名
程
度
で
す
。

　

一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
願
っ
て
い
る

次
第
で
す
。

●
道
場
の
場
所
（
火
曜
）
栄
徳
高
校
柔
剣
道
場

　
（
木
曜
）
杁
ケ
池
体
育
館
（
金
曜
）
長
湫
公

民
館

●
電
話
0
9
0
|
1
0
9
1
|
4
9
5
0

　

長
久
手
ク
ラ
ブ
・
長
久
手
拳
聖
会
・
栄
徳
高

校
日
本
拳
法
部
が
あ
り
、
幼
年
（
年
中
）
か
ら

一
般
成
人
男
女
ま
で
が
練
習
に
参
加
し
、（
長

久
手
ク
ラ
ブ
会
員
の
み
中
学
生
男
女
、
練
習
参

加
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

自
衛
隊
春
日
井
駐
屯
地　
　

体
育
館

●
電
話
0
9
0
|
6
0
9
1
|
5
8
0
6

　『
あ
い
さ
つ
』、『
返
事
』、『
時
間
』、『
感
謝
』、

『
全
国
制
覇
』
を
道
場
五
訓
に
礼
節
を
重
視
し

心
身
共
に
日
々
精
進
人
。

○
あ
い
さ
つ
＝
三
十
秒
の
自
己
主
張
よ
り
三
秒

の
あ
い
さ
つ
の
方
が
相
手
に
自
分
の
存
在
主
張

が
伝
わ
る
。

○
返
事
＝
返
事
の
「
ハ
イ
！
」
は
「
拝
！
」
と

書
く
。
拝
む
よ
う
な
気
持
ち
で
声
に
す
る
と
気

持
ち
が
伝
わ
る
。

○
時
間
＝
時
間
は
努
力
し
て
る
と
き
も
、
サ

ボ
っ
て
い
る
と
き
も
皆
に
平
等
に
流
れ
て
い

る
。

○
感
謝
＝
全
て
の
こ
と
は
自
分
だ
け
で
は

成
し
得
な
い
、
親
、
兄
弟
、
先
生
、
仲
間

e
t
c
,
全
て
に
感
謝

○
全
国
制
覇
＝
目
標
は
常
に
高
く
。
一
番
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
N
0
,
1
に
も
O
n
l
y
1

に
も
な
れ
な
い
。

●
道
場
の
場
所　

江
南
本
部
教
室
・
一
宮
教
室
・

扶
桑
教
室
・
Ｋ
Ｔ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ
教
室

●
電
話
0
9
0
|
5
8
7
5
|
9
1
3
9

　
昭
和
六
十
一
年
三
月
江
南
市
武
道
館
に
日
本

拳
法
江
南
教
室
を
開
設
。

三
十
周
年
を
期
に
江
南
教
室
を
江
南
本
部
教
室

に
改
め
る
。
三
十
周
年
を
記
念
し
、
園
児
を
対

象
と
し
た
「
ニ
ッ
ケ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
」

を
開
設
、
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
有
段
者
の

先
生
方
が
指
導
し
て
い
る
。

■
指
導
方
針

「
育
て
よ
心
・
よ
い
子
・
強
い
子
」
が
指
導
方

針
で
あ
い
さ
つ
、
礼
、
感
謝
な
ど
礼
節
を
重
ん

じ
心
身
と
も
に
強
い
子
を
育
て
る
の
を
目
標
に

し
て
い
る
。

●
道
場
の
場
所　

豊
橋
市
武
道
館

●
電
話
0
5
3
2
|
6
3
|
5
9
0
8

■
指
導
方
針

常
に
前
向
き
思
考
、
信
用
、
信
頼
さ
れ
る
人
間
。

皆
が
夢
を
持
ち
、
骨
の
あ
る
人
間
を
目
指
す
。

　
以
上
を
目
標
に
、
師
範
は
一
人
一
人
の
能
力

を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
あ
っ
た
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

豊
城
中
学
校
武
道
場

●
電
話
0
8
0
|
3
6
2
5
|
4
4
1
3

■
発
足
か
ら
現
在

　
平
成
十
一
年
四
月
、中
部
本
部
に
承
認
さ
れ
、

旗
揚
げ
と
な
っ
て
か
ら
十
七
年
が
過
ぎ
た
。
と

に
か
く
礼
儀
正
し
く
、
そ
し
て
大
会
で
勝
つ
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
、
指
導
員
一
同
、
必
死
で
指

導
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
も
先
生
方

と
共
に
、
気
持
ち
一
つ
に
文
字
通
り
、「
和
を

も
っ
て
成
す
会
」
成
和
会
を
盛
り
立
て
、
子
供

達
や
日
本
拳
法
発
展
の
た
め
に
奮
起
す
る
所
存

で
あ
る
。

■
指
導
方
針

　

時
代
も
変
わ
り
、
指
導
方
法
も
一
昔
前
の
ス

パ
ル
タ
指
導
か
ら
、
現
在
の
指
導
は
変
わ
っ
て

き
た
が
、「
絶
対
に
揺
る
が
な
い
部
分
」と
し
て
、

礼
法
で
あ
り
、
相
手
を
敬
う
気
持
ち
等
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
最
終
的
に
、
日
本
拳
法
を
通
じ

て
人
間
形
成
を
果
た
す
に
必
要
な
も
の
な
の
で

あ
る
。
分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
良
き
社
会
人

と
な
る
よ
う
、
子
供
達
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ

る
。
難
し
い
の
は
、人
間
同
士
で
あ
る
た
め
に
、

そ
の
方
法
や
、
伝
え
方
で
あ
る
。
単
に
日
本
拳

法
の
稽
古
を
つ
け
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な

い
が
、そ
れ
ら
を
考
え
、実
践
す
る
こ
と
も
「
指

導
員
の
役
目
」
で
あ
る
と
考
え
る
。

●
道
場
の
場
所　

津
島
市
立
藤
浪
中
学
校
武
道
場

●
電
話
０
５
６
７
|
２
６
|
２
０
２
８

○
青
少
年
の
健
全
育
成
を
指
導
の
柱
と
し
、
自

ら
考
え
積
極
的
に
行
動
で
き
る
子
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

○
約
束
事
を
進
ん
で
守
り
、
素
直
な
気
持
ち
で

人
と
仲
良
く
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
子
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

○
成
人
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
指
し
、
無

理
の
な
い
練
習
メ
ニ
ュ
ー
で
健
康
の
保
持
増
進

を
図
り
ま
す
。

○
親
子
で
汗
を
流
せ
る
場
を
提
供
し
、
互
い
の

気
持
ち
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
人
間
関

係
を
築
き
ま
す
。

○
会
員
及
び
そ
の
家
族
が
、
互
い
に
助
け
合
い

親
睦
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
雰
囲
気
を
醸
成
し

ま
す
。

【
日
本
拳
法
名
古
屋
育
成
会
】

※
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
各
大
会
が
中
止
に
な
っ

た
た
め
、
中
部
地
区
の
道
場
の
一
部
の
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。（
返
信
の
あ
っ
た
道
場
の
み
）

【
日
本
拳
法
愛
知
郡
育
成
会
】

【
春
日
井
自
衛
隊
ク
ラ
ブ
】

【
日
本
拳
法
尾
張
支
部
】

【
日
本
拳
法
豊
橋
協
会
】

【
日
本
拳
法 

成
和
会
】

【
津
島
市
日
本
拳
法
会
】

【
王
子
道
場
】（
春
日
井
西
支
部
）

想
い
が
交
錯
し
た
中
で
、
先
生
方
、

選
手
、
ご
父
兄
の
協
力
の
下
で
素
晴

ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
！
久
し

ぶ
り
に
生
き
生
き
と
し
た
目
を
し
て

い
る
子
供
た
ち
を
見
て
、
大
人
の
方

た
ち
も
皆
、
元
気
を
貰
え
た
と
思
い

ま
す
。
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●
道
場
の
場
所　

吉
田
方
中
武
道
場 

●
電
話
0
5
3
2
|
2
2
|
8
2
5
1

　

平
成
元
年
、
前
田
南
地
区
体
育
館
に
て
指
導

者
五
名
、
練
習
生
六
名
松
山
校
区
で
あ
っ
た
た

め
、
名
称
を 「
日
本
拳
法
松
山
教
室
」
と
し
て

練
習
を
開
始 

練
習
生
の
増
加
に
伴
い
、
練
習

場
所
を
牟
呂
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
汐
田
小
学
校

体
育
館
と
練
習
日
と
場
所
を
増
や
し
た
。 

そ

の
後
、
練
習
生
の
増
減
を
経
て
平
成
九
年
吉
田

方
中
学
校
を
練
習
場
所
と
し
、
火
曜
日
と
土
曜

日
に
練
習
日
を
定
着
さ
せ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。 

平
成
二
十
年
、
三
菱
レ
ー
ヨ
ン
の
武
道

場
で
練
習
を
始
め
た
が
、
練
習
生
の
減
少
に
よ

り
閉
鎖
し
た
。

　

豊
橋
松
山
道
場
で
は
日
本
拳
法
指
導
者
の
若

手
育
成
や
、女
性
の
日
本
拳
法
愛
好
者
の
増
員
、

門
下
生
と
し
て
親
子
孫
世
代
ま
で
広
く
会
員
を

受
け
止
め
、地
域
社
会
と
の
関
わ
り
を
密
に
し
、

社
会
貢
献
の
で
き
る
場
と
し
た
教
室
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
吉

田
方
中
学
校
の
文
化
祭
で
開
催
さ
れ
る
「
体
験

講
座
」
に
て
、
日
本
拳
法
体
験
講
座
を
開
き
、

中
学
生
へ
日
本
拳
法
を
通
じ
礼
儀
や
挨
拶
を
始

め
と
し
た
武
道
を
体
験
す
る
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
練
習
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
し
て

指
導
員
、
道
場
生
、
保
護
者
が
親
睦
を
深
め
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
十
月
に
開
催
さ
れ
る
豊
橋
祭
り
「
市
民

総
踊
り
」
に
参
加
。
踊
れ
な
く
て
も
踊
れ
て
も

皆
で
一
緒
に
市
民
総
踊
り
を
楽
し
み
ま
す
。
豊

橋
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
も
加
入
し
て
お
り
、

運
動
会
、
駅
伝
大
会
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
年
末
の
「
お
楽
し
み

会
」
で
は
指
導
者
、
道
場
生
、
保
護
者
全
員
で

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
く
じ
引
き
大
会
を
し
て
親
睦

を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

豊
川
市
武
道
館 

●
電
話
0
5
3
2
|
2
2
|
8
2
5
1

■
発
足
、
あ
ゆ
み

平
成
六
年
十
二
月
、
豊
川
在
住
の
道
場
生
の
保

●
道
場
の
場
所　

豊
川
市
武
道
館 

●
電
話
0
9
0
|
4
1
9
2
|
1
2
4
7

○
日
本
拳
法
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
一
体
化

○
礼
節
を
重
ん
じ
、
武
道
家
精
神
を
養
う

○
他
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
人
格
形
成

○
指
導
者
・
練
習
生
・
父
母
と
が
連
携
を
深
め

親
睦
を
図
る

　

以
上
を
目
標
に
、
師
範
は
一
人
一
人
の
能
力

を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
あ
っ
た
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

四
日
市
市
立
三
滝
武
道
館 

●
電
話
0
9
0
|
2
7
7
8
|
5
7
8
8

○
日
本
拳
法
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
一
体
化

○
礼
節
を
重
ん
じ
、
武
道
家
精
神
を
養
う

○
他
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
人
格
形
成

○
指
導
者
・
練
習
生
・
父
母
と
が
連
携
を
深
め

親
睦
を
図
る

　

以
上
を
目
標
に
、
師
範
は
一
人
一
人
の
能
力

を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
あ
っ
た
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

名
張
市
武
道
交
流
館
い

き
い
き
第
二
道
場 

●
電
話
0
5
9
5
|
6
4
|
0
9
6
1

○
日
本
拳
法
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
一
体

化○
礼
節
を
重
ん
じ
、
武
道
家
精
神
を
養
う

○
他
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
人
格
形
成

○
指
導
者
・
練
習
生
・
父
母
と
が
連
携
を

深
め
親
睦
を
図
る

●
道
場
の
場
所　

豊
橋
市
東
田
校
区
市
民
館

●
電
話
0
5
3
2
|
6
3
|
8
3
2
9

■
指
導
方
針
【
武
藤
会
】
心
得

○
礼
儀
作
法
は
正
し
く
、
規
律
を
守
り
、
先
生

の
教
え
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

○
道
場
に
入
室
す
る
時
は
、
入
口
で
帽
子
、
手

袋
、
コ
ー
ト
等
を
と
り
正
面
に
一
礼
し
ま
し
ょ

う
。

○
入
室
後
は
防
具
の
準
備
を
し
て
、
先
生
に
あ

い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
稽
古
開
始
の
時
間
に
遅
れ
た
と
き
は
、
静
か

に
入
室
し
、
あ
い
さ
つ
、
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
道
場
内
で
は
お
互
い
の
和
を
大
切
に
し
、
明

る
く
の
び
の
び
と
稽
古
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

○
「
あ
い
さ
つ
」「
お
願
い
し
ま
す
」「
あ
り
が

と
う
」は
、大
き
な
声
で
は
っ
き
り
言
い
ま
し
ょ

う
。

○
稽
古
は
真
剣
に
、
素
直
に
行
い
、
ケ
ガ
の
な

い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
稽
古
を
充
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
人
の
技
を
批
判
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
拳
法
着
は
常
に
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
稽
古
が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
道
場
を
掃
除
し
ま

し
ょ
う
。

○
稽
古
中
の
私
語
は
稽
古
の
妨
げ
と
な
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

早
稲
田
大
学
教
師
教
育
研
究
所
で
の
実
践
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
於
い
て
「
異
年
齢
集
団
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
教
育
意
義
の
検
討
（
社
会
体

育
活
動
と
し
て
の
武
道
教
室
を
事
例
と
し
て
）」

と
言
う
研
究
発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
拳
法
を
「
大
会
で
優
勝
や
上
位
を
目
指

し
て
強
く
な
る
こ
と
を
目
標
」
に
練
習
を
し
て

い
る
生
徒
が
大
半
で
は
あ
る
が
、
稽
古
ご
と
の

一
環
と
し
て
習
わ
せ
る
親
御
さ
ん
も
多
い
。 

　

武
道
教
室
の
意
義
を
こ
の
論
文
で
は「
礼
儀
、

団
体
行
動
」は
な
く
、「
社
会
的
居
場
所
」や「
自

●
道
場
の
場
所　

名
張
市
武
道
交
流
館
い

き
い
き
第
二
道
場 

●
電
話
0
5
9
5
|
6
4
|
0
9
6
1

○
日
本
拳
法
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
一
体

化○
礼
節
を
重
ん
じ
、
武
道
家
精
神
を
養
う

○
他
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
人
格
形
成

○
指
導
者
・
練
習
生
・
父
母
と
が
連
携
を

深
め
親
睦
を
図
る

●
道
場
の
場
所　

日
本
拳
法
泰
心
館
道
場 

●
電
話
0
9
0
|
4
9
3
5
|
0
7
9
1

○
日
本
拳
法
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
一
体
化

○
礼
節
を
重
ん
じ
、
武
道
家
精
神
を
養
う

○
他
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
人
格
形
成

○
指
導
者
・
練
習
生
・
父
母
と
が
連
携
を
深
め

親
睦
を
図
る

　

以
上
を
目
標
に
、
師
範
は
一
人
一
人
の
能
力

を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
あ
っ
た
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

岐
阜
市
北
部
体
育
館 

●
電
話
0
5
8
|
2
7
4
|
8
1
9
7

○
日
本
拳
法
を
通
じ
て
、
地
域
と
の
一
体
化

○
礼
節
を
重
ん
じ
、
武
道
家
精
神
を
養
う

○
他
人
に
良
い
影
響
を
与
え
る
人
格
形
成

○
指
導
者
・
練
習
生
・
父
母
と
が
連
携
を
深
め

親
睦
を
図
る

入
会
金　

0
円　

月
会
費　

1
,
0
0
0
円

（
日
本
拳
法
中
部
本
部
連
盟
費
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
別
途
）

●
道
場
の
場
所　

津
市
芸
濃
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー 

●
電
話
0
9
0
|
2
6
1
8
|
6
3
6
1

○
本
会
は
、
総
合
徒
手
武
道
で
あ
る
日
本
拳
法

の
修
練
を
通
じ
、
常
に
礼
節
を
重
ん
じ
、
心
技

体
を
鍛
錬
し
、
自
己
の
修
養
に
務
め
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
う
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

菰
野
日
本
拳
法
会
道
場
・
竹

永
小
学
校
体
育
館
・
四
日
市
西
警
察
署
道
場

●
電
話
0
5
9
3
|
9
6
|
0
5
6
4

○
本
会
は
、
総
合
徒
手
武
道
で
あ
る
日
本
拳
法

の
修
練
を
通
じ
、
常
に
礼
節
を
重
ん
じ
、
心
技

体
を
鍛
錬
し
、
自
己
の
修
養
に
務
め
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
う
る
人
材
育
成
を
目
的
と

し
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

明
和
町
総
合
体
育
館
内　

武

道
館

●
電
話
0
5
9
6
|
5
2
|
7
1
3
0

■
指
導
方
針

　

山
田
洪
志
先
生
の
教
え
で
あ
る
、「
健
全
育

成
」
を
第
一
の
指
導
方
針
に
掲
げ
師
範
が
一
体

に
な
り
育
成
に
努
め
る
。

営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
虚
弱
体
質
の
子
ど
も
、

骨
の
折
れ
や
す
い
現
代
っ
子
、
汗
を
か
く
こ
と

を
知
ら
な
い
現
代
っ
子
を
少
し
で
も
無
く
す
。

○
稽
古
を
通
じ
て
丈
夫
な
体
を
つ
く
り
、
多
く

の
汗
を
出
し
、
我
慢
強
く
辛
抱
の
出
来
る
人
。

○
他
人
に
は
優
し
く
思
い
や
り
、
自
分
に
は
厳

し
く
最
後
ま
で
成
し
遂
げ
る
心
。

○
イ
イ
エ
、
ハ
イ
が
は
っ
き
り
と
言
え
、
挨
拶

が
出
来
る
人
。

○
勇
気
を
持
て
る
人
。
弱
者
に
手
を
差
し
伸
べ

い
じ
め
を
な
く
し
、
先
生
の
質
問
に
は
大
き
く

手
を
上
げ
返
事
が
出
来
る
人

○
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
親
睦
を
は
か
る

　

以
上
を
目
標
に
、
師
範
は
一
人
一
人
の
能
力

を
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
あ
っ
た
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
道
場
の
場
所　

嬉
野
体
育
セ
ン
タ
ー

●
電
話
0
9
0
|
2
3
4
9
|
4
9
0
5

■
指
導
方
針

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
、
体
力
、
精
神
、

礼
儀
に
重
気
を
置
く
。

道
場
五
訓
、
五
つ
の
挨
拶
を
心
、
技
、
体
で
実

践
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

各
自
の
体
力
等
に
合
わ
せ
た
練
習
、
継
続
が
一

番
大
切
。

練
習
は
厳
し
く
、
遊
ぶ
と
き
は
楽
し
く
騒
ぐ
。

第
四
十
回
三
重
県
第
会
団
体
優
勝
他
、
個
人
戦

に
て
も
多
数
入
賞
。
強
く
な
り
た
い
子
、
体
を

丈
夫
に
し
た
い
子
、型
が
上
手
く
な
り
た
い
子
、

先
輩
、
後
輩
、
友
達
を
作
り
た
い
子
な
ど
色
々

と
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で
指
導
員
共
々
、
切

磋
琢
磨
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

一
月　

練
習
は
じ
め

二
月　

全
国
少
年
大
会
（
大
阪
）、
中
南
勢
会

　
　
　

会
長
杯
兼
松
阪
市
長
杯
大
会

五
月　

三
重
県
大
会
（
全
国
大
会
予
選
、
津
サ

　
　
　

オ
リ
ー
ナ
）

六
月　

昇
段
級
審
査

七
月　

合
宿

八
月　

強
化
練
習
（
津
サ
オ
リ
ー
ナ
）

九
月　

全
国
大
会
（
大
阪
）

十
月　

松
坂
市
民
大
会

十
一
月　

中
部
総
合
大
会
（
名
古
屋
）

十
二
月　

昇
段
級
審
査
、
納
会
、
練
習
納
め

【
日
本
拳
法
豊
橋
松
山
道
場
】

【
豊
川
日
本
拳
法
会
】

【
豊
川
自
衛
隊
ク
ラ
ブ
】

【
四
日
市
日
本
拳
法
会
】

【
日
本
拳
法
　
永
心
会
】

【
日
本
拳
法
　
武
藤
会
】

○
藤
ノ
花
女
子
高
校 

井
原
淑
雅
先
生
の
活
動

【
桑
名
市
日
本
拳
法
会
】

【
日
本
拳
法
松
本
支
部
】

【
岐
阜
市
日
本
拳
法
連
盟
】

【
芸
濃
日
本
拳
法
会
】

【
菰
野
日
本
拳
法
会
】

【
日
本
拳
法
明
和
会
】

【
嬉
野
拳
友
会
】

護
者
か
ら
要
望
が
あ
り
、
豊
橋
松
山
道
場
大
林

師
範
が
豊
川
睦
美
地
区
市
民
館
に
て
日
本
拳
法

体
験
教
室
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
豊
川
で
も
入

門
希
望
者
が
増
え
た
た
め
、
平
成
七
年
二
月
、

豊
橋
松
山
道
場
の
支
部
と
し
て
豊
川
地
区
に
日

本
拳
法
教
室
を
開
室
し
た
。
将
来
を
見
据
え
、

名
称
を
「
豊
川
日
本
拳
法
会
」
と
し
た
。
豊
川

睦
美
地
区
市
民
館
、
麻
生
田
地
区
市
民
館
、
豊

川
東
部
小
学
校
と
練
習
場
所
の
変
更
を
経
て
、

現
在
は
豊
川
市
武
道
館
に
て
毎
週
木
曜
日
を
練

習
日
と
し
定
着
さ
せ
た
。

　

豊
川
市
武
道
館
は
近
隣
に
豊
川
駐
屯
地
が
あ

る
た
め
自
衛
官
の
入
門
者
が
増
え
、
有
段
者
も

何
人
か
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
指
導
方
針

○
日
本
拳
法
の
普
及
と
発
展
を
通
じ
、
誠
意
と

フ
ェ
ア
精
神
を
培
う
。

○
礼
節
を
重
ん
じ
、
挨
拶
の
励
行
は
も
と
よ
り

人
間
修
練
の
場
と
す
る
。

○
指
導
員
、
練
習
生
、
保
護
者
と
の
連
携
と
親

睦
を
志
す
。

己
有
用
感
」
を

得
ら
れ
る
場
と

論
じ
て
ま
す
。     

ご
興
味
の
あ
る

方
は
ご
一
読
く

だ
さ
い
。
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【
昭
和
五
十
三
年
】（
一
九
七
八
）　

●
第
18
回
中
部
学
生
拳
法
選
手

権
大
会　

６
月
18
日(

日)

　

 

名
古
屋
大
学
体
育
館
に
て

開
催
さ
れ
た
。
出
場
校
は
、
名

古
屋
大
学
・
愛
知
学
院
大
学
歯

学
部
・
愛
知
工
業
大
学
・
名
城

大
学
・
中
京
大
学
・
愛
知
大
学
・

愛
知
学
院
大
学
本
部
・
岐
阜
歯

科
大
学
・
名
古
屋
商
科
大
学
・

金
沢
工
業
大
学
・
三
重
大
学
・

名
古
屋
学
院
大
学
の
12
校
。
個

人
戦
は
50
名
が
出
場
し
た
。
高

校
個
人
戦
に
は
16
名
が
出
場
。 

【
団
体
戦
】

優　

勝 

名
古
屋
商
科
大
学　

準
優
勝 

愛
知
学
院
大
学
本
部

三　

位 

中
京
大
学

【
個
人
戦
】

優　

勝　

菊
地
克
巳　

二
段

(

名
古
屋
商
科
大
学)　

 　

準
優
勝　

田
川
淳
士　

二
段

(

中
京
大
学)

三　

位　

北
岡
輝
久　

初
段

(

名
古
屋
学
院
大
学)

【
高
校
個
人
戦
】

優　

勝　

柴
田
尉
全

(

豊
川
高
校)　

 　

準
優
勝　

渡
辺
利
行

(

豊
橋
商
業
高
校)

三　

位　

神
納
光
宏

(

中
央
高
校)

　

 ●
第
23
回
全
日
本
学
生
拳
法
選

手
権
大
会　

11
月
12
日(

日)

　

開
催
場
所
＝
大
阪
府
立
体
育

館 

。31
校
が
参
加
。愛
知
大
学
・

名
古
屋
商
科
大
学
・
中
京
大
学
・

名
古
屋
学
院
大
学
・
愛
知
学
院

大
学
・
愛
知
大
学
・
名
城
大
学
・

岐
阜
歯
科
大
学
の
８
校
が
中
部

学
連
か
ら
出
場
し
た
。

優　

勝 

関
西
大
学　

準
優
勝 

大
阪
学
院
大
学

三　

位 

大
阪
経
済
法
科
大
学

●
第
18
回
全
日
本
拳
法
個
人
選

手
権
大
会　

11
月
12
日(

日)

　

 

開
催
場
所
＝
大
阪
府
立
体

育
館
。
中
部
本
部
か
ら
は
宮
嶋

邦
彰
五
段(

愛
知
学
院
大
学
歯

科
病
院)

川
原
元
則
四
段(

愛

知
大
学
大
学
院)

・
山
本
勲
三

段(

愛
知
学
院
大
学)

の
３
名

が
出
場
し
た
。

●
第
13
回
中
部
学
生
拳
法
新
人

戦
大
会　

11
月
19
日(

日)

　

 

名
古
屋
市
立
体
育
館
に
て

開
催
。
出
場
大
学
＝
名
商
大
・

愛
大
・
愛
工
大
・
名
学
大
・
岐

歯
大
・
中
京
大
・
愛
院
大
・
名

城
大
・
名
古
屋
大
・
三
重
大
・

金
工
大
・
愛
学
歯
12
校
。

中
部
日
本
本
部

　

変　

遷
（14）

連載

　

長
年
に
渡
り
中
部
日
本
本
部
の

広
報
活
動
に
ご
人
力
さ
れ
ま
し
た

横
地
隆
二
先
生
が
、
蓄
積
さ
れ
た
中

部
日
本
本
部
の
歴
史
を
、
連
載
で
毎

回
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
広
報
部

参
段
の
部

河
合　

航
希

杉
浦
弦
次
朗

弐
段
の
部

青
木　

皇
燎

伊
藤　

ま
り

山
本　

結
斗

伊
藤　

愛
華

     

令
和
二
年
度

◆
審
判
員
講
習
会

（
名
城
大
）

（
名
学
院
大
）

（
名
古
屋
大
）

（
名
市
大
）

（
桜
丘
高
校
）

（
桜
丘
高
校
）

第
四
回
　
令
和
三
年
二
月
十
四
日 

  

　
昇
段
審
査
合
格
者

第
三
回
　
令
和
二
年
十
一
月
二
十
九
日 

  

　
昇
段
審
査
合
格
者

鈴
木
麻
菜
香

初
段
の
部

岩
﨑　

勇
名

川
口　

奈
緒

橋
本　

将
吾

柴
田　

陽
斗

吉
田　

楓
馬

鈴
木　
　

海

川
本　

来
貴

守
屋　

愛
来

中
山　

昇
磨

内
田　

博
琉

小
林　

将
大

（
桜
丘
高
校
）

（
三
重
大
）

（
三
重
大
）

（
名
城
大
）

（
名
学
院
大
）

（
名
学
院
大
）

（
豊
川
自
ク
ラ
ブ
）

（
愛
知
郡
支
部
）

（
愛
知
郡
支
部
）

（
桜
丘
高
校
）

（
豊
橋
南
教
室
）

（
豊
橋
南
教
室
）

時　間 行　　　　　事　　　　　名 場　　　　　所
3 日 土 PM 1：00 令和３年度大学連盟キヤプテン会議 市内スポ-ツセンタ-会議室

第　　回日本拳法全国少年大会・団体戦・個人戦 コロナウイルスの為　中止

18 日 日 PM 1:00 第33回日本拳法中南勢会会長杯 オ－シャンファ－ム松阪
第２０回日本拳法中部オープン選手権大会 コロナウイルスの為　中止

9 日 日 AM 9:30 第35回日本拳法愛知県民大会 名古屋市千種スポーツセンター
16 日 日 AM 9:30 第４２回日本拳法三重県総合大会 津市産業スポ－ツセンタ－（サオリ-ナ）

23 日 日 AM10:00 令和３年度  第１回昇段級審査前講習会（大学・一般）受付9：30 江南武道館
6 日 日 PM13:00 三重国体・日本拳法デモンストレ－ション 松阪市武道館
6 日 日 AM10:00 第33回日本拳法全国大学選抜選手権大会 大田区総合体育館
13 日 日 AM10:00 第１８回全国都道府県対抗日本拳法大会 コロナウイルスの為　中止

第６１回中部日本学生拳法選手権大会
第３１回日本拳法高校東海大会

20 日 日 AM10:00 第５２回　全日本拳法社会人選手権大会（個人） コロナウイルスの為　中止
AM10:00 令和３年度　第１回昇段級審査（大学・一般）受付9：30
PM 2:00 審判員講習会（昇段級審査終わり次第）

11 日 日 AM 9:00 第３３回日本拳法名古屋大会 名古屋市名東スポーツセンター
18 日 月 AM10:00 第３８回日本拳法春日井市民大会 春日井市総合体育館柔道場
21・22 日 土・日 AM9:00 第６５回全国高等学校日本拳法選手権大会（団体戦・個人戦） 横浜武道館
8 日 日 AM 10:00 第３４回日本拳法東三河大会 豊川市体育館（サブアリ－ナ）
29 日 日 AM10:00 令和３年度　第２回昇段級審査前講習会（大学・一般） 愛知学院大学日進学舎体育館（予）

5 日 日 PM1:00 亀山市民大会 亀山市スポ－ツ研修センタ－
12 日 日 AM10:00 令和３年度　第２ 回昇段級審査（大学・一般） 愛知学院大学日進学舎体育館（予）
20 日 月（祝） AM 9:30 令和３年全・日本拳法総合選手権大会 大阪市中央体育館・メンアリ－ナ
26 日 日 PM 0:00 第５１回全国国公立大学日本拳法選手権大会 名古屋大学体育館

3 日 日 AM10:00 第１０回日本拳法江南市民大会 ＫＴＸメンアリ－ナ
9 日 土 ＰＭ：13：00 第１９回日本拳法松阪市民大会 オ－シャンファ－ム松阪
17 日 日 PM 1:00 日本拳法第３０回北勢オープン大会 鈴鹿市武道館
17 日 日 AM10:00 第５４回全日本拳法社会人選手権大会（団体戦） 大阪市中央体育館・サブアリ－ナ

AM 9:00 第５６回中部日本学生拳法新人戦大会
PM 0:30 第３７回全日本学生拳法個人選手権大会
AM 9:30 令和３年度 第３回昇段級審査前講習会（大学・一般）
ＰM 1:30 第３３回中部新人日本拳法個人戦優勝大会

14 日 日 AM 9:30 第６６回全日本学生拳法選手権大会 エディオンアリーナ大阪（大阪府立体育会館）

21 日 日 AM 9:30 第３５回日本拳法中部総合大会 名古屋市瑞穂公園体育館

5 日 日 AM10:00 令和３年度　第３回昇段級審査（大学・一般） 愛知学院大学日進学舎体育館（予）

18 日 土 AM 9:30 第10回日本拳法長久手市錬成大会 長久手市杁ヶ池体育館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２２ 年

令和４年日本拳法中部日本本部新年交礼会　　？

AM10：00 令和３年度 第４回昇段級審査（技量審査大学・一般）受付9：30

PM 2:00 審判員講習会(上記終わり次第)
日 日 AM10：30 令和２年全日本体重別選手権大会 横浜武道館　一階武道場

AM10：00 令和４年度 昇段級審査員講習会及び認定式 (受付AM9:20)

PM 2:00 審判員講習会(上記終わり次第)
26・27 日 土・日 AM 9:00 第26回全国高等学校日本拳法選抜大会 大阪市修道館

日 日 ＰＭ12:00 令和４年度中部日本本部代議員会（役員会議ＡＭ：１０：00）

１１月

AM 9:00

4月

令和　３　 年　度　行　事　予　定
NO 1

開　催　日

５月

27 日 日

20 日 日

24 日 名古屋市露橋スポーツセンター

7 日 日 愛知学院大学日進学舎体育館（予）

２月 13 日 日 名古屋市露橋Ｓ/C　柔道場

３月
13 日 日 名古屋市露橋Ｓ/C　柔道場

江南武道館

６月

中部日本本部役員会議
日 日1月 　　　　〃　　　　支部長会議・各県連会議

12月

名古屋市中村スポーツセンター

７月

8月

９月

１０月

日

四
段
の
部

村
瀬　

篤
志

参
段
の
部

鈴
木　

綾
華

塩
谷　

敏
行

弐
段
の
部

野
田　
　

潤

初
段
の
部

大
倉　

拓
海

福
田　

侑
真

片
川　

博
雄

細
江　

雄
翔

倉
石　

樹
生

清
本　

範
昭

藤　
　

友
樹

奥
村　
　

瞭

小
宮　

れ
い

参
段
の
部

加
納　
　

慎

生
川　

智
仁

倉
田　
　

要

長
瀬　

芳
仁

弐
段
の
部

戸
上　

心
響

勝
川　

雄
輝

尾
崎　

蒼
汰

車
谷　

佳
亮

森
本　

凜
也

野
田　

一
弥

初
段
の
部

齋
藤　

幹
浩

勝
野　

昌
樹

竹
本　

真
緒

中
森　

彩
歌

稲
垣　

孝
修

久
野　

凌
河

安
岡　

孝
浩

佐
伯　

壮
真

梅
村　

曜
平

野
間
健
太
郎

神
原　
　

廉

辰
巳　
　

豪

中
野
く
る
み

山
川　

真
由

吉
田　

優
姫

深
川　

優
香

イ
グ
ナ
シ
オ
ガ
ブ
リ
エ
ル

湊
本　

純
平

加
藤　

伊
吹

（
愛
知
郡
支
部
）

（
藤
ノ
花
高
校
）

（
尾
張
支
部
）

（
三
重
北
勢
支
部
）

（
津
島
市
日
本
拳
法
連
盟
）

（
三
重
南
勢
支
部
）

（
豊
橋
興
志
会
）

（
名
学
院
大
）

（
三
重
北
勢
支
部
）

（
三
重
北
勢
支
部
）

（
三
重
大
）

（
名
工
大
）

（
松
本
泰
心
館
）

（
名
学
院
大
）

（
名
学
院
大
）

（
三
重
北
勢
支
部
）

（
豊
橋
協
会
）

（
尾
張
支
部
）

（
知
多
支
部
）

（
三
重
南
勢
支
部
）

（
三
重
南
勢
支
部
）

（
三
重
南
勢
支
部
）

（
名
古
屋
育
成
会
）

（
愛
知
大
）

（
栄
徳
高
校
）

（
栄
徳
高
校
）

（
栄
徳
高
校
）

（
栄
徳
高
校
）

（
栄
徳
高
校
）

（
名
学
院
大
）

（
名
学
院
大
）

（
桜
丘
高
校
）

（
桜
丘
高
校
）

（
桜
丘
高
校
）

（
桜
丘
高
校
）

（
愛
知
郡
育
成
会
）

（
愛
知
大
）

（
三
重
北
勢
支
部
）

（
名
工
大
）

（
愛
知
郡
育
成
会
）

（
春
日
井
自
ク
ラ
ブ
）

（
栄
徳
高
校
）

2021 年度　日本拳法中部日本本部　行事

第
二
回
　
令
和
二
年
九
月
十
三
日 

  

　
昇
段
審
査
合
格
者

　

審
判
員
講
習
会
が
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
重
点
課
題

は 

女
子
審
判
部
の
充
実
を
計
っ
て
い

き
ま
す
。

第
一
回
：
日
時
： 
二
月
十
四
日
（
日
） 

十
四
0
0 

～
露
橋 
S
C 
柔
道
場

第
二
回
：
日
時
：  

三
月
十
四
日
（
日
） 

十
四
0
0 

～
露
橋 

S
C 
柔
道
場

第
三
回
：
日
時
： 

六
月
二
十
七
日（
日
） 

十
三
0
0 

～ 

江
南
市
武
道
館

　

新
た
に
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
三
重
と
東
三
河
で
も
実
施
。
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
方
針
と
し
て
女
子

の
役
員
を
全
体
の 

四
０
％
に
近
づ
け

る
と
い
う
提
案
が
さ
れ
た
。

◆
昇
段
級
認
定
講
習
会

　

令
和
三
年
三
月
十
四
日
（
日
）
露

橋 

S
C
に
置
い
て
日
本
拳
法
中
部

本
部
連
盟
の
五
段
以
上
の
指
導
者
に

向
け
て
、
認
定
講
習
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
総
勢
五
０
名
弱
の
指
導
者

が
、
道
場
で
の
指
導
方
法
の
統
一
に

向
け
て
の
勉
強
会
で
す
。

　

そ
こ
で
は
「
礼
法
」
に
つ
い
て
指

導
副
局
長
の
竹
原
正
人
先
生
か
ら
の

指
導
が
あ
り
以
下
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

そ
も
そ
も
「
礼
法
」
と
は
何
か
。

　

儀
式
や
礼
式
の
礼
儀
作
法
で
あ

り
、
人
間
同
士
の
礼
節
作
法
が
含
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
の
「
礼
法
」

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
「
礼
法
」
を
紐
解
く
と
、
現

代
の
日
本
で
用
い
ら
れ
る
所
作
（
動

作
）
は
、
明
治
時
代
に
小
笠
原
礼
法

を
土
台
と
し
た
も
の
が
下
地
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
背
景
は
鎌
倉
時
代
に

遡
る
と
い
わ
れ
、
当
時
、
武
家
社
会

が
公
家
の
礼
法
を
「
武
家
流
」
に
発

展
さ
せ
、生
み
出
さ
れ
た
「
武
家
（
武

士
）
の
礼
法
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
必
須
能
力
と
な
り
、
ま
た
武
士
と

し
て
の
美
学
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

故
に
、
武
道
で
あ
る
日
本
拳
法
を
修

錬
す
る
私
た
ち
は
「
礼
法
」
を
学
び

知
る
こ
と
は
至
極
当
然
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
武
道
は
礼
法
だ
け
を
学
ぶ

こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
礼
法
（
礼

儀
作
法
）」
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
の
文
化
や
歴
史
を
知
り
、
教
養

を
身
に
つ
け
、
日
本
文
化
を
継
承
し

て
い
く
と
い
う
意
味
で
は
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
「
礼
法
」

の
所
作
（
動
作
）
は
、
な
ん
と
な
く

で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
景

に
は
意
味
理
由
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

例
え
ば
座
礼
に
お
け
る
所
作
（
動

作
）
で
す
が
、
ど
の
武
道
に
お
い
て

も
着
座
（
正
座
）
を
す
る
際
に
は
左

足
か
ら
座
り
ま
す
。
ま
た
、
正
座
か

ら
立
つ
場
合
は
反
対
に
右
足
か
ら
立

ち
始
め
る
の
が
基
本
で
す
。
ま
た
、

着
座
す
る
前
後
で
は
「
跪
座
（
ぎ
ざ
）」

と
呼
ば
れ
る
姿
勢
を
取
り
ま
す
。

跪
座
と
は
、
直
ぐ
に
腰
を
下
ろ
し
て

正
座
す
る
の
で
は
な
く
、
両
膝
を
つ

き
、
足
爪
先
を
立
て
て
、
腰
を
下
ろ

し
た
姿
勢
で
臀
部
を
踵
の
上
に
乗
っ

て
い
る
状
態
で
す
。

　

立
つ
と
き
も
、
座
る
と
き
も
跪
座

の
姿
勢
か
ら
次
の
動
作
へ
と
移
り
ま

す
。
着
座
（
正
座
）
の
際
に
左
足
か

ら
座
る
理
由
に
は
、
か
つ
て
の
武
士

は
刀
を
左
腰
に
差
し
て
い
た
た
め
、

い
つ
で
も
抜
刀
で
き
る
状
態
を
で
き

る
限
り
保
つ
（
刀
に
手
を
掛
け
る
⇒

跪
座
を
と
り
膝
立
ち
に
な
る
⇒
右
足

を
前
に
出
し
居
合
腰
を
と
り
抜
刀
）、

と
い
う
動
き
に
由
来
し
て
お
り
、
動

作
を
区
切
れ
ば
覚
え
る
の
も
行
う
の

も
容
易
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
動
作
に
「
意
識
を
配
る
」
と

い
う
心
得
こ
そ
が
、
ま
さ
に
気
配
り

で
あ
り
、
心
配
り
と
呼
ば
れ
る
礼
法

の
土
台
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
気
配
り
の
精
神
を
体
現
化

し
、
一
定
の
動
作
を
共
有
化
し
た
の

が
一
般
的
に
現
在
に
伝
わ
る
「
礼
法
」

で
す
。
一
見
非
合
理
的
に
思
え
る
動

作
に
も
、
そ
の
よ
う
な
真
意
が
含
ま

れ
て
お
り
、
極
め
れ
ば
大
変
美
し
く
、

品
格
も
高
く
見
え
ま
す
。

　

日
本
拳
法
の
指
導
精
神
（
解
説
）

に
は
以
下
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
《
礼
こ
そ
は
社
会
生
活
を
営
む
人

間
に
と
っ
て
必
須
の
要
事
で
あ
る
。

礼
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
敬
譲
の
精

神
で
あ
る
。
即
ち
、
互
い
に
敬
い
合

う
、
互
い
に
譲
り
合
う
心
情
で
あ
る
。

こ
の
心
情
を
も
っ
て
人
々
が
接
す
る

が
故
に
互
い
に
結
ば
れ
、
和
が
で
き

て
く
る
の
で
あ
る
。
平
素
の
修
錬
で

は
、
精
神
面
、
身
体
面
と
も
に
強
さ

を
求
め
て
修
錬
を
重
ね
て
い
く
と
と

も
に
、
社
会
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献

す
る
べ
く
自
己
研
鑽
に
励
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。》

礼
の
精
神
が
、
表
現
さ
れ
た
も
の
が

礼
儀
の
作
法
、
つ
ま
り
礼
法
で
す
。

道
場
内
で
特
に
指
導
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
立
礼
」、「
座
礼
」、「
蹲
踞
礼
」

で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
礼
で
あ
っ
て

も
礼
の
精
神
の
表
現
方
法
な
の
で
す

か
ら
、
い
か
な
る
時
期
、
タ
イ
ミ
ン

グ
、
方
法
を
と
っ
て
も
礼
（
儀
）
を

欠
か
な
い
よ
う
に
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

人
に
接
し
、
具
体
的
に
物
事
を
判

断
し
行
動
す
る
と
き
に
、
い
か
に
す

る
の
が
も
っ
と
も
日
本
拳
法
（
武
道
）

精
神
、
礼
の
精
神
に
即
し
た
も
の
に

な
る
の
か
を
考
え
、
単
に
礼
法
の
形

だ
け
を
守
る
こ
と
以
上
に
大
き
な
意

義
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

礼
の
都
度
、
そ
の
礼
の
精
神
を
顧

み
、
誠
意
を
込
め
た
正
し
く
丁
寧
な

礼
を
心
掛
け
る
こ
と
が
一
般
生
活
に

お
け
る
自
他
共
栄
を
実
践
す
る
た
め

の
「
鍛
錬
」
で
あ
る
。
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
新
審
判
員
紹
介
】

子
供
の
成
長
と
と
も
に

　
尾
張
支
部
　
平
松
　
泰
知
　

　

私
に
は
三
人
の
子
供
が
い
ま

す
。
二
十
代
後
半
か
ら
拳
法
を

始
め
た
の
で
す
が
、
長
男
が
尾

張
支
部
に
お
世
話
に
な
る
時
に

一
緒
に
拳
法
を
再
開
し
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
三
人
の
子
供
の
成
長
と
と
も
に
、
私
も
拳
法
の

有
段
者
と
な
り
審
判
を
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
審
判
と
し
て
先
輩
方
の
指
導
に
よ
り
様
々
な
こ
と
を
学

び
、
迷
い
な
く
正
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。
子
供
た
ち
を
指
導
す
る
中
で
、
ど
う
し
た
ら
一
本
取
れ

る
の
か
自
分
の
審
判
と
し
て
の
経
験
を
子
供
た
ち
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
選
手
一
人
一
人
き
つ
い
練
習
の
中
、

築
き
上
げ
て
き
た
物
を
大
会
で
発
揮
出
来
る
よ
う
審
判
と
し
て

気
を
引
き
締
め
て
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

祝！名古屋市体育協会功労賞
　

令
和
三
年
二
月
吉
日
、
名

古
屋
育
成
会
の
尾
関
千
尋
指

導
員
（
昭
和
ク
ラ
ブ
）
が
名

古
屋
市
体
育
協
会
か
ら
功
績

を
讃
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。日

本
拳
法
中
部
日
本
本
部

　
　
　
　
　
　

広
報
部
長
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